
【正会員】

(株)朝日新聞社、(株)朝日ビルディング 九州支社、(株)アサヒファシリティズ 九州支店、(株)石村萬盛堂、(株)伊藤園、(株)ウェルビー、エヌ・ティ・ティ都市開発

(株) 九州支店、(株)エフ・ジェイエンターテインメントワークス、(株)エフ・ジェイ ホテルズ グランド ハイアット 福岡、(株)大林組 九州支店、鹿島建設(株)九

州支店、堅粕校区自治協議会、紙与産業(株)、九州勧業(株)、九州電力(株)、九州旅客鉄道(株)、(株)九電工、キリンビール(株) 、(株)神戸製鋼所 九州支店、西

部ガス(株)、(株)ザイマックス九州、(株)サニクリーン九州、JR九州サービスサポート(株)、JR九州ファーストフーズ(株)、JR九州フードサービス(株)、JR九

州ホテルズ(株)、JR九州リテール(株)、(株)JR博多シティ、JPビルマネジメント(株)、住友商事九州(株)、住吉自治協議会、筑前國一之宮 住吉神社、成和商

事(株)、損害保険ジャパン(株)、(株)竹中工務店 九州支店、(株)TVQ九州放送、(有)デュークスホテル、(株)テレビ西日本、東京建物(株) 九州支店、(株)西日

本シティ銀行、西日本鉄道(株)、西日本電信電話(株) 福岡支店、西日本旅客鉄道(株) 鉄道本部新幹線鉄道事業本部 福岡支社、日本たばこ産業(株) 九州支

社、日本郵便(株)、博多駅南西街区まちづくり協議会、博多校区御供所自治協議会、博多校区冷泉自治協議会、(株)博多ステーションビル、博多バスターミ

ナル(株)、(株)博多福住、(株)阪急阪神百貨店 博多阪急、東住吉校区自治協議会、(株)ひよ子、(株)ファビルス、深見興産(株)、(株)福岡銀行、福岡地所(株)、

福岡商工会議所、(株)福岡リアルティ、(株)ふくや、(株)福山コンサルタント、(株)フジタ 九州支店、(株)ホテル日航福岡、(株)丸井 博多マルイ、三井不動産

(株)九州支店、(株)明月堂、(株)八百治、安田不動産(株)、(株)山口油屋福太郎

【一般会員】

(株)朝日印刷 福岡支店、朝日生命保険(相) 福岡支社、アサヒビール(株)、（学）麻生塾 麻生公務員専門学校福岡校、(学)Adachi学園、(株)アットマーク・ラー

ニング、ＲＫＢ毎日放送(株)、(株)伊予銀行 福岡支店、(有)内田エステート、(株)エイジェック 福岡オフィス、ＳＭＢＣコンシューマーファイナンス(株)、(株)エフ

エム福岡、(株)エフ・ジェイ ホテルズ サンライフホテル2・3、オリエンタルホテル福岡 博多ステーション、(株)鹿児島銀行 福岡支店、上内電気(株)、九州朝日

放送(株)、(株)九州ＤＴＳ、(株)九州博報堂、(株)共立電照、(株)近鉄・都ホテルズ 都ホテル博多、(株)久米設計 九州支社、(株)グリーンディスプレイ 福岡支店、

KDDI(株)九州総支社、こくみん共済COOP福岡推進本部、コクヨマーケティング(株)、コーユーレンティア(株) 九州支店、五洋建設(株)九州支店、西京ホン

ダ販売(株)、(株)サエキジャパン、(株)サニックス、ザ ロイヤルパークホテル 福岡、(株)サンケイディライト、三建設備工業(株)九州支店、(株)サン・ライフ、JR

九州エージェンシー(株)、JR九州高速船(株)、JR九州コンサルタンツ(株)、JR九州商事(株)、JR九州セコム(株)、JR九州ドラッグイレブン(株)、JR九州ビル

マネジメント(株)、JR九州レンタカー＆パーキング(株)、(株)ジェイアールサービスネット福岡、(株)ジェイアール西日本ビルトビープラス、七洋物産(株)、(株)

シティビル、清水建設(株) 九州支店、住友生命保険(相) 、住友不動産(株)、セコム(株) 博多統轄支社、（株）船場、(株)大広九州、(株)ダイスプロジェクト、(株)

大東和、東急建設(株)九州支店、(株)東急ハンズ 博多店、TOTO(株)九州支社、長崎船舶装備(株)、(有)二鶴堂、日本生命保険(相)福岡総合支社、(株)日本旅

行 福岡支店、ネオス(株)、博多駅商店連合会、博多駅東街づくり連合会、(株)博多グリーンホテル、(株)博報堂プロダクツ 九州支社、(株)早川不動産、日之出

水道機器(株) 九州営業所、(株)日比谷花壇 九州エリア、ＮＰＯ法人 福岡建築ファウンデーション、（公財）福岡観光コンベンションビューロー、富士ゼロックス

福岡(株)、(株)復建エンジニヤリング 福岡支社、(株)ホライズン・ホテルズ 博多ホテル事業所 ANAクラウンプラザホテル福岡、前田建設工業(株)九州支店、

三井ガーデンホテル福岡祇園、三井住友海上火災保険(株)、(株)未来図建設、(株)八百治博多ホテル、(株)山下設計 九州支社、UCCコーヒープロフェッショナル

(株)、LINE Fukuoka(株)、ルートインジャパン(株)、ＹＳポール(株)九州支店

【特別会員】

九州大学、国土交通省九州運輸局、国土交通省九州地方整備局、(独)都市再生機構 九州支社、(株)日本政策投資銀行 九州支店、(公財)福岡アジア都

市研究所、福岡県、福岡県警察、福岡市

2021年3月31日現在（五十音順）

【正会員 70、一般会員 85、特別会員 9、賛助会員 10 計 174会員】

○ 博多まちづくり推進協議会会員一覧
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　博多のまちでは、まちづくりの方向性や方針をまとめた「博多まちづくりガイドライン」をもとに、様々な関係者が将来像を
共有しながら、その実現に向け、まちの魅力や価値を高めていく活動が進められています。
　博多まちづくり推進協議会では、「博多まちづくりガイドライン」に描くまちの将来像を実現するため、概ね3年間で協議会
が主体となって重点的に取り組む活動と、その活動を通じて達成したい目標を定めた「アクションプラン」を策定し、まちづく
りを推進しています。

総　　　会

理　事　会

部会長会議

監　事

事　務　局

交通部会 事業部会

「博多まちづくりガイドライン」と協議会の活動

 2020年度（令和2年度）は、「アクションプラン（2020-2022）」の初年度であり、「博多まちづくりガイドライン」に描く博
多の新しい将来像実現に向け、活動してまいりました。
　新型コロナウイルスの感染拡大により、４月には全国で緊急事態宣言が発令されるなど、私たちの生活様式は大きく様変わ
りし、多くのイベントが中止となりました。
 そのような中、当協議会におきましても、会員の皆さまの年会費や事業協賛金の減額やイベントを中止にする等、状況に応じ
た対応を行って参りました。
　従来からのイベントを行う場合は新型コロナウイルス感染症対策をとったうえで企画し、困難な状況下にある飲食店を支援
するイベントを新たに企画する等、コロナ禍においても「歩いて楽しいまち」「美しく安心なまち」の実現に向けて活動を行い
ました。

2020年度（令和2年度）の活動

開発部会

都心部の魅力向上や資産価値
向上のための再開発及びリノベ
ーションの促進、良好な都市景
観づくり、都市の防災、環境向
上に関すること。

歩行者・自転車・自動車それぞれ
の快適な移動空間の創出及び
公共交通の利用促進、筑紫口
やその他エリアの交通に関す
ること。

都市のにぎわい創出、回遊性向
上、安全・安心、環境向上のため
の各事業の企画・運営に関する
こと。

プロジェクト

はかた駅前通りＰＪ

はかた学びＰＪ

どんたくＰＪ

●組織体制

●活動エリア

博多駅を中心に東西約1.5km、
南北約1kmのエリア
※活動内容によって対象エリアを検討

●アクションプラン（2020-2022）

基本方針 アクション

歩いて楽しい
まちづくり

美しく安心な
まちづくり

地下鉄七隈線延伸に向けて、歩いて楽しいまちとしての魅力の更なる向上Ⅰ

博多駅周辺の更なる回遊性向上と新たなにぎわい創出Ⅱ

歩行者中心で、公共交通・自転車・自動車とのバランスの取れた、理想的な交通体系の共有Ⅲ

博多に集う様々な人たちが、博多の歴史・文化・食をより深く知り、より深く楽しむまちづくりⅣ

まちの防災機能の強化Ⅴ

美しく、環境に配慮したまちづくりⅥ

全ての人にとって、安全・安心なまちづくりⅦ

　博多のまちは、博多駅周辺の開発が進み、さらに2022年度には地下鉄七隈線延伸が予定されるなど、大きく変化し
ています。
　特に、地下鉄七隈線延伸は、福岡市南西部と博多駅地区との移動時間を大幅に縮めるとともに、渡辺通地区や天神地
区との回遊性のさらなる向上に寄与するとともに、九州全体や本州方面へのアクセスの拠点である博多駅地区の吸引力
が高まり、博多のまちの存在感が一層高まることが予想されます。

そこで、2020年度からの3年間を、

博多の新たなステージに向けて、博多の活力やにぎわいを“拡げる”期間と位
置づけました。

２
０
２
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年
度

２
０
２
２
年
度

2020 2022

２
０
２
０
年
度
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アクション

歩いて楽しいまちづくり

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ

地下鉄七隈線延伸に向けて、歩いて楽しいまちとしての魅力の更なる向上
博多駅周辺の更なる回遊性向上と新たなにぎわい創出
歩行者中心で、公共交通・自転車・自動車とのバランスの取れた、理想的な交通体系の共有
博多に集う様々な人たちが、博多の歴史・文化・食をより深く知り、より深く楽しむまちづくり

　2020年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、上期は活動に大きな制約がありました。
しかしながら、下期からは徐々に、様々な感染対策（会議等のオンライン化、二次元コードによる非接
触化、消毒の徹底、整理券による入場制限等）を行うことにより、複数のイベントを実施することがで
きました。

魅力あるはかたのまち歩き

●和の博多　10/3（土）～11/1（日）
・和の博多デジタルスタンプラリー
　歴史ある博多のまちで寺社、伝統芸能、伝統工芸等の「和」の魅力と、博多駅周辺の商業施設を楽しんでもらうまち歩き
企画「和の博多」を開催した。新型コロナウイルス感染症対策として、スマートフォンから博多駅エリア10施設に設置した
スタンプ台に貼り付けた二次元コードを読み取る「デジタルスタンプラリー」を実施。参加者はコロナ禍においても、スタン
プに接触する事なく、スタンプを集め、まち歩きを楽しむことができた。
　参加者：約1,200名（達成者：約370名）

・博多のまちは着物でお得！
　風情ある古き良き和の雰囲気が残り、博多織が発祥したまち博多。秋の時期に着物でまち歩きを楽しんでいただくため、
「博多のまちは着物でお得！」を実施した。
　今年度は着物のレンタル店舗を1店追加して実施。また、着物で訪問すると特典が受けられるよう23店舗にご協力をい
ただき、約140名が特典を利用してまち歩きを楽しんだ。
　参加者：約140名　冊子配布数：10,000部

まちのにぎわいを広げる活動

●博多まちづくりミートアップ
　博多地区のさまざまな事業者をゲストに招き、「これからの博多のまちづくり」を考え
る『博多まちづくりミートアップ』。例年はトークイベントとして毎回数多くの方にご参加
いただいてきたが、本年はコロナ禍の為、密回避の一環としてリアル会場での開催で
はなく、初のオンライン動画配信を行った。
<各回のテーマ>
・12/16（水）

・3/4（木）

人気立ち飲み店を展開する落水氏と考える飲食店の密を避けた新たな仕掛け
株式会社Thinking for 代表取締役　落水 研仁氏
新しい生活様式×リモートワーク　リモートワークで変わるこれからの働き方
福岡移住計画代表　須賀 大介氏

【ライフスタイルに関する講座】
 生活の中で普段触れる機会の減ってきた素材をテーマに講座を実施。サラリーマンやOL、主婦等幅広い層の参加者が見られた。

●はかた大学
　今年度の上期は新型コロナウイルス感染症の影響を受けて中止した。10月より新型コロナウイルス感染症に配慮し、オ
ンライン講座を中心とした形ではかた大学を再開した。
　博多の歴史や伝統、文化に触れられるメニューを中心に、様々な講座を準備し、参加者に博多に関する深い知識や役立
つ情報を提供することができた。

色彩心理から知る”自分発見”講座 10/27（火）オンライン

講 座 名 日 時 会 場 講 師 参加人数
山﨑　博代氏
（カラータイプ@インストラクター２級） 8名

心を整える座禅体験講座 11/21（土） 妙楽寺 渡邉　亮英氏
（妙楽寺 住職） 7名

年末に向けて！ 家庭内の書類整理
～ホームファイリング～講座～ 12/9（水） オンライン 里舘　友子氏

（ハウスキーピングSan　代表）11名

「遺構や遺物から紐解く！博多の歴史」講座 1/26（火） オンライン

講 座 名 日 時 会 場 講 師 参加人数
本田　浩二郎氏
（福岡市経済観光文化局埋蔵文化財課） 17名

JR博多シティ「夜らくご」コラボ企画
「今、浪曲が面白い！玉川太福の浪曲超入門」講座 3/8（月） JR博多シティ　

会議室
JR博多シティ　
会議室

玉川　太福氏
（浪曲師）

8名

「博多駅を中心とした福岡・博多の鉄道の歴史」講座 3/17（水） 渡部　邦昭氏
（九州歴史資料館学芸調査室）17名

【カルチャーに関する講座】
  触れる機会の少なくなった日本文化について改めて考えていただけるよう、テーマを選定。

●えきまえどおりdeお弁当マルシェ　10/19（月）～23（金）
　福岡市の公開空地等使用許可基準を緩和した制度を活用し、コロナ禍により苦戦を強
いられているはかた駅前通り近辺の飲食店の支援を目的としてテラスを備えたテイクアウ
トランチイベント「えきまえどおりdeお弁当マルシェ」を実施した。
　はかた駅前通りのTHE BLOSSOM HAKATA Premier 前の公開空地及び三井
ガーデンホテル福岡祇園前の民地に、「パンとエスプレッソと博多っと」「梅山鉄平食堂」
「酒と天ぷらとうどん 喜久や」の3店舗が出店した。お客さまと販売員を区分する飛沫防
止シートの設置、テラステーブルのアルコール消毒の徹底、床面の整列サインの設置等、
新型コロナウイルス感染症対策も万全に行った。
　近隣に勤務するビジネスマンや主婦層を中心にご利用いただき、はかた駅前通りににぎ
わいを創出するとともにコロナ禍で苦戦する飲食店を支援することができた。
　総販売個数：約430個、総売上：約230千円

歩きたくなるまちをつくる活動

色彩心理から知る”自分発見”講座 心を整える座禅体験講座 「遺構や遺物から紐解く！博多の歴史」講座
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●博多星空映画館 in 明治公園　10/31（土）
　都心の公園を多くの方にご利用いただくこと、そして公園の新たな活用を目的に、博多駅近くの明治公園で地下鉄七隈線
工事の防音壁をスクリーンにした一夜限りの「博多星空映画館」を開催し、「イエスタデイ」を上映した。今年は新型コロナウ
イルス感染症対策として、整理券の事前配布、座席指定によるソーシャルディスタンスの確保、検温の実施等を行い、安全な
映画の上映に努めた。
　ご家族連れなど多くの方々にご来場いただき、芝生の上で座ったり寝転んだりして映画を楽しむ姿が見られ、いつもとは違
う雰囲気で都心の公園を楽しめる機会となった。
　参加者数：約150名

美しく安心なまちづくり

Ⅴ
Ⅵ
Ⅶ

まちの防災機能の強化
美しく、環境に配慮したまちづくり
全ての人にとって、安全・安心なまちづくり

安全・安心環境向上活動

●防災への取り組み
スマートフォンアプリ「LINE」を活用した模擬避難訓練　12/3（木）
　WeLove天神協議会・博多まちづくり推進協議会の両協議会
で、福岡の都心部である天神・博多の防災の取り組みの一環とし
て、福岡市LINE公式アカウントの「とつぜんはじまる避難訓練」
を活用し、オンラインでの避難訓練を実施した。
　この訓練は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で従来の
一箇所に集まる避難訓練の実施が困難な状況を踏まえ、福岡市
LINE公式アカウント内にある避難方法や避難所、避難経路を確
認できるサービスを活用した”集まらないでできる”オンライン避
難訓練であり、福岡市都心部における広い範囲での防災意識の
醸成や知識の向上に寄与した。
　参加者数：約１9０名

●クリーンデイ
　新型コロナウイルス感染症の影響等により上期はクリーンデイを中止し、10月から毎月第3木曜日の朝の時間を活用し、博
多駅周辺の清掃活動クリーンデイを実施。博多口駅前広場には毎回約300名の参加者が集合し、まちづくりの基本である「ま
ちの美化」に取り組んだ。新型コロナウイルス感染症対策として、従来行っていた朝礼の
廃止、ビニール手袋の配布、トングの事前消毒等を行い、安全な清掃活動に努めた。
　また、11月には、博多千年門振興会と連携し、通常のクリーンデイよりも清掃エリアと
時間を拡大して落書き消し活動等を行う「スペシャルクリーンデイ」を実施した。
　なお、2021年1月～2月は、福岡県における緊急事態宣言の発出を踏まえ、再度クリー
ンデイを中止した。
　年間参加者数1,306名　年間ゴミ回収量197kg（実施月 ： 10月、11月、12月、3月）

●交通量調査　10/15（木）、10/17（土）
　博多駅周辺の歩行者、自転車、
自動車類の交通実態を把握し、経
年比較を行う交通量調査を実施。
今年度は、新型コロナウイルス感
染症の影響を受け、博多駅周辺エ
リアの歩行者交通量は、平日で前
年比約2割、休日で前年比約3割
減少した。一方で自転車通行量は
平日で前年比約3割、休日で約2割増加しており、感染リス
クを下げようと自転車を利用する人が増加したと考えられ
る。また、自動車は平日・休日共に前年比約2割減少し、観
光客等が利用する貸切バスやタクシーが減少しているこ
とが要因として考えられる。

●押し自転車の呼びかけ
　毎月のクリーンデー実施日に合わせ、住吉通りKITTE
博多前にて、自転車利用者に対し「押し自転車」への協
力を呼びかける活動を行った。博多警察署・博多区役所と
連携し、通行量が最も多い8:30～9:00で実施。毎回9割
以上の自転車利用者に「押し自
転車」にご協力いただき、歩きや
すい歩行者空間の実現に取り組
んだ。また、今年度新たな取り組
みとして、2021年3月から住吉
通り沿い街路灯の一部（JRJP
博多ビル前～KITTE博多前 等）
に「押し自転車」を啓発するバ
ナー広告を掲出した。

●まちなかベンチプロジェクト
　ユニバーサル都市・福
岡を推進する福岡市と連携
をし、はかた駅前通りの歩
道のベンチ 10 基を維持管
理し、歩行者にとって快適
な空間づくりを行っている。
今年度の取組みとして、ベンチ上の
ゴミの放置、たばこの吸い殻のポイ
捨て等が散見されたことから、10基のベンチに禁煙、環境
美化のサインシールを貼付した。

●はかた駅前通り植栽帯管理事業
　地下鉄七隈線の延伸
工事が現在行われている
はかた駅前通りにおいて、
博多駅から博多警察署入
口交差点付近でフラワー
ポット109基の管理を行
い、植栽による通りの美
しさの演出に努めた。
　また、博多駅筑紫口近辺においても、フラワーポット14基
の管理を行い、美しさの創出に努めた。

●情報発信
街路灯バナー外国語案内サイン
　はかた駅前通りにおいて「キャナルシティ博多」などの５カ国語案内サインを掲出。（日本語・英語・韓国語・中国語・タイ語）
また、寺社エリアへの観光導線強化を目的に、空港通りへ案内サインを掲出。

●自主財源事業
エリアマネジメント広告事業
　はかた駅前通り・大博通り・住吉通りの街路灯バナーを広告枠として販売し、その収入を協議会の活動費に一
部あてている。
まちづくり支援自動販売機事業
　売上金の一部を博多まちづくり推進協議会の活動費として寄付していただく自動販売機の設置企業を募集。

情報発信・自主財源の確保

その他活動実績
●定例会議の実施

2020年度臨時理事会 ※書面会議にて開催
2020年度通常総会 ※書面会議にて開催
第1回理事会 ※書面会議にて開催

7月1日
7月20日
10月26日

第2回理事会
第3回理事会

12月25日
3月19日

●他組織への参画（委員就任、会議出席など）
・全国エリアマネジメントネットワーク ・天神博多商業連携会議 ・博多警察署協議会
・博多千年門振興会 ・博多の魅力発信会議 ・博多みらい企画会議
・福岡ミュージックマンス会議 ・博多ライトアップウォーク実行委員会 ・福岡建築ファウンデーション
・福岡検定実行委員会 ・福岡市屋外広告物審議会 ・筑紫口駅前広場再整意見交換会
・福岡市バリアフリー推進協議会 ・福博花しるべ実行委員会 ・ユニバーサル都市・福岡推進協議会
・博多と福岡を結ぶ国体道路の空間利活用委員会 ・第19回FINA世界水泳選手権2021福岡大会実行委員会

独立行政法人都市再生機構
●他都市との情報交換（視察受入）

一般社団法人横浜西口エリアマネジメント10月30日 12月2日

協議会活動の充実、他組織との連携

福岡ミュージックマンス
（福岡ミュージックマンス主催者会）
違法スカウト排除に向けた行動宣言式

9月

11月6日

福岡クリスマスマーケット2020
（FUKUOKA Christmas Market推進委員会）
令和2年度WEB版福岡検定（福岡検定実行委員会）

11月11日～

2月14日

●地域イベントとの連携
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て、福岡市LINE公式アカウントの「とつぜんはじまる避難訓練」
を活用し、オンラインでの避難訓練を実施した。
　この訓練は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で従来の
一箇所に集まる避難訓練の実施が困難な状況を踏まえ、福岡市
LINE公式アカウント内にある避難方法や避難所、避難経路を確
認できるサービスを活用した”集まらないでできる”オンライン避
難訓練であり、福岡市都心部における広い範囲での防災意識の
醸成や知識の向上に寄与した。
　参加者数：約１9０名

●クリーンデイ
　新型コロナウイルス感染症の影響等により上期はクリーンデイを中止し、10月から毎月第3木曜日の朝の時間を活用し、博
多駅周辺の清掃活動クリーンデイを実施。博多口駅前広場には毎回約300名の参加者が集合し、まちづくりの基本である「ま
ちの美化」に取り組んだ。新型コロナウイルス感染症対策として、従来行っていた朝礼の
廃止、ビニール手袋の配布、トングの事前消毒等を行い、安全な清掃活動に努めた。
　また、11月には、博多千年門振興会と連携し、通常のクリーンデイよりも清掃エリアと
時間を拡大して落書き消し活動等を行う「スペシャルクリーンデイ」を実施した。
　なお、2021年1月～2月は、福岡県における緊急事態宣言の発出を踏まえ、再度クリー
ンデイを中止した。
　年間参加者数1,306名　年間ゴミ回収量197kg（実施月 ： 10月、11月、12月、3月）

●交通量調査　10/15（木）、10/17（土）
　博多駅周辺の歩行者、自転車、
自動車類の交通実態を把握し、経
年比較を行う交通量調査を実施。
今年度は、新型コロナウイルス感
染症の影響を受け、博多駅周辺エ
リアの歩行者交通量は、平日で前
年比約2割、休日で前年比約3割
減少した。一方で自転車通行量は
平日で前年比約3割、休日で約2割増加しており、感染リス
クを下げようと自転車を利用する人が増加したと考えられ
る。また、自動車は平日・休日共に前年比約2割減少し、観
光客等が利用する貸切バスやタクシーが減少しているこ
とが要因として考えられる。

●押し自転車の呼びかけ
　毎月のクリーンデー実施日に合わせ、住吉通りKITTE
博多前にて、自転車利用者に対し「押し自転車」への協
力を呼びかける活動を行った。博多警察署・博多区役所と
連携し、通行量が最も多い8:30～9:00で実施。毎回9割
以上の自転車利用者に「押し自
転車」にご協力いただき、歩きや
すい歩行者空間の実現に取り組
んだ。また、今年度新たな取り組
みとして、2021年3月から住吉
通り沿い街路灯の一部（JRJP
博多ビル前～KITTE博多前 等）
に「押し自転車」を啓発するバ
ナー広告を掲出した。

●まちなかベンチプロジェクト
　ユニバーサル都市・福
岡を推進する福岡市と連携
をし、はかた駅前通りの歩
道のベンチ 10 基を維持管
理し、歩行者にとって快適
な空間づくりを行っている。
今年度の取組みとして、ベンチ上の
ゴミの放置、たばこの吸い殻のポイ
捨て等が散見されたことから、10基のベンチに禁煙、環境
美化のサインシールを貼付した。

●はかた駅前通り植栽帯管理事業
　地下鉄七隈線の延伸
工事が現在行われている
はかた駅前通りにおいて、
博多駅から博多警察署入
口交差点付近でフラワー
ポット109基の管理を行
い、植栽による通りの美
しさの演出に努めた。
　また、博多駅筑紫口近辺においても、フラワーポット14基
の管理を行い、美しさの創出に努めた。

●情報発信
街路灯バナー外国語案内サイン
　はかた駅前通りにおいて「キャナルシティ博多」などの５カ国語案内サインを掲出。（日本語・英語・韓国語・中国語・タイ語）
また、寺社エリアへの観光導線強化を目的に、空港通りへ案内サインを掲出。

●自主財源事業
エリアマネジメント広告事業
　はかた駅前通り・大博通り・住吉通りの街路灯バナーを広告枠として販売し、その収入を協議会の活動費に一
部あてている。
まちづくり支援自動販売機事業
　売上金の一部を博多まちづくり推進協議会の活動費として寄付していただく自動販売機の設置企業を募集。

情報発信・自主財源の確保

その他活動実績
●定例会議の実施

2020年度臨時理事会 ※書面会議にて開催
2020年度通常総会 ※書面会議にて開催
第1回理事会 ※書面会議にて開催

7月1日
7月20日
10月26日

第2回理事会
第3回理事会

12月25日
3月19日

●他組織への参画（委員就任、会議出席など）
・全国エリアマネジメントネットワーク ・天神博多商業連携会議 ・博多警察署協議会
・博多千年門振興会 ・博多の魅力発信会議 ・博多みらい企画会議
・福岡ミュージックマンス会議 ・博多ライトアップウォーク実行委員会 ・福岡建築ファウンデーション
・福岡検定実行委員会 ・福岡市屋外広告物審議会 ・筑紫口駅前広場再整意見交換会
・福岡市バリアフリー推進協議会 ・福博花しるべ実行委員会 ・ユニバーサル都市・福岡推進協議会
・博多と福岡を結ぶ国体道路の空間利活用委員会 ・第19回FINA世界水泳選手権2021福岡大会実行委員会

独立行政法人都市再生機構
●他都市との情報交換（視察受入）

一般社団法人横浜西口エリアマネジメント10月30日 12月2日

協議会活動の充実、他組織との連携

福岡ミュージックマンス
（福岡ミュージックマンス主催者会）
違法スカウト排除に向けた行動宣言式

9月

11月6日

福岡クリスマスマーケット2020
（FUKUOKA Christmas Market推進委員会）
令和2年度WEB版福岡検定（福岡検定実行委員会）

11月11日～

2月14日

●地域イベントとの連携



【正会員】

(株)朝日新聞社、(株)朝日ビルディング 九州支社、(株)アサヒファシリティズ 九州支店、(株)石村萬盛堂、(株)伊藤園、(株)ウェルビー、エヌ・ティ・ティ都市開発

(株) 九州支店、(株)エフ・ジェイエンターテインメントワークス、(株)エフ・ジェイ ホテルズ グランド ハイアット 福岡、(株)大林組 九州支店、鹿島建設(株)九

州支店、堅粕校区自治協議会、紙与産業(株)、九州勧業(株)、九州電力(株)、九州旅客鉄道(株)、(株)九電工、キリンビール(株) 、(株)神戸製鋼所 九州支店、西

部ガス(株)、(株)ザイマックス九州、(株)サニクリーン九州、JR九州サービスサポート(株)、JR九州ファーストフーズ(株)、JR九州フードサービス(株)、JR九

州ホテルズ(株)、JR九州リテール(株)、(株)JR博多シティ、JPビルマネジメント(株)、住友商事九州(株)、住吉自治協議会、筑前國一之宮 住吉神社、成和商

事(株)、損害保険ジャパン(株)、(株)竹中工務店 九州支店、(株)TVQ九州放送、(有)デュークスホテル、(株)テレビ西日本、東京建物(株) 九州支店、(株)西日

本シティ銀行、西日本鉄道(株)、西日本電信電話(株) 福岡支店、西日本旅客鉄道(株) 鉄道本部新幹線鉄道事業本部 福岡支社、日本たばこ産業(株) 九州支

社、日本郵便(株)、博多駅南西街区まちづくり協議会、博多校区御供所自治協議会、博多校区冷泉自治協議会、(株)博多ステーションビル、博多バスターミ

ナル(株)、(株)博多福住、(株)阪急阪神百貨店 博多阪急、東住吉校区自治協議会、(株)ひよ子、(株)ファビルス、深見興産(株)、(株)福岡銀行、福岡地所(株)、

福岡商工会議所、(株)福岡リアルティ、(株)ふくや、(株)福山コンサルタント、(株)フジタ 九州支店、(株)ホテル日航福岡、(株)丸井 博多マルイ、三井不動産

(株)九州支店、(株)明月堂、(株)八百治、安田不動産(株)、(株)山口油屋福太郎

【一般会員】

(株)朝日印刷 福岡支店、朝日生命保険(相) 福岡支社、アサヒビール(株)、（学）麻生塾 麻生公務員専門学校福岡校、(学)Adachi学園、(株)アットマーク・ラー

ニング、ＲＫＢ毎日放送(株)、(株)伊予銀行 福岡支店、(有)内田エステート、(株)エイジェック 福岡オフィス、ＳＭＢＣコンシューマーファイナンス(株)、(株)エフ

エム福岡、(株)エフ・ジェイ ホテルズ サンライフホテル2・3、オリエンタルホテル福岡 博多ステーション、(株)鹿児島銀行 福岡支店、上内電気(株)、九州朝日

放送(株)、(株)九州ＤＴＳ、(株)九州博報堂、(株)共立電照、(株)近鉄・都ホテルズ 都ホテル博多、(株)久米設計 九州支社、(株)グリーンディスプレイ 福岡支店、

KDDI(株)九州総支社、こくみん共済COOP福岡推進本部、コクヨマーケティング(株)、コーユーレンティア(株) 九州支店、五洋建設(株)九州支店、西京ホン

ダ販売(株)、(株)サエキジャパン、(株)サニックス、ザ ロイヤルパークホテル 福岡、(株)サンケイディライト、三建設備工業(株)九州支店、(株)サン・ライフ、JR

九州エージェンシー(株)、JR九州高速船(株)、JR九州コンサルタンツ(株)、JR九州商事(株)、JR九州セコム(株)、JR九州ドラッグイレブン(株)、JR九州ビル

マネジメント(株)、JR九州レンタカー＆パーキング(株)、(株)ジェイアールサービスネット福岡、(株)ジェイアール西日本ビルトビープラス、七洋物産(株)、(株)

シティビル、清水建設(株) 九州支店、住友生命保険(相) 、住友不動産(株)、セコム(株) 博多統轄支社、（株）船場、(株)大広九州、(株)ダイスプロジェクト、(株)

大東和、東急建設(株)九州支店、(株)東急ハンズ 博多店、TOTO(株)九州支社、長崎船舶装備(株)、(有)二鶴堂、日本生命保険(相)福岡総合支社、(株)日本旅

行 福岡支店、ネオス(株)、博多駅商店連合会、博多駅東街づくり連合会、(株)博多グリーンホテル、(株)博報堂プロダクツ 九州支社、(株)早川不動産、日之出

水道機器(株) 九州営業所、(株)日比谷花壇 九州エリア、ＮＰＯ法人 福岡建築ファウンデーション、（公財）福岡観光コンベンションビューロー、富士ゼロックス

福岡(株)、(株)復建エンジニヤリング 福岡支社、(株)ホライズン・ホテルズ 博多ホテル事業所 ANAクラウンプラザホテル福岡、前田建設工業(株)九州支店、

三井ガーデンホテル福岡祇園、三井住友海上火災保険(株)、(株)未来図建設、(株)八百治博多ホテル、(株)山下設計 九州支社、UCCコーヒープロフェッショナル

(株)、LINE Fukuoka(株)、ルートインジャパン(株)、ＹＳポール(株)九州支店

【特別会員】

九州大学、国土交通省九州運輸局、国土交通省九州地方整備局、(独)都市再生機構 九州支社、(株)日本政策投資銀行 九州支店、(公財)福岡アジア都

市研究所、福岡県、福岡県警察、福岡市

2021年3月31日現在（五十音順）

【正会員 70、一般会員 85、特別会員 9、賛助会員 10 計 174会員】

○ 博多まちづくり推進協議会会員一覧
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